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人 間 形 成 を め ざす 学 習 指 導 の 改 善

――――子どもの力が生きるバズ学習をめざして一―一一
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第 15回 全国バズ学習研究集会

過去 20数年にわたるバズ学習研究の歴史を数えて、今回 第 15回全国研究集会を迎える

ことになりました。私たちは、教育現場における実践と教育研究者による基礎理論とを密接

にかみあわせながら、子どもの力が生きる教育をめざして努力してまい りました。時はまき

に新教育課程の実施期にあた り、私たちの教育観も含めて、学習指導は勿論のこと、われわ

れの教育観に到るまで、抜本的な改革を強 く求められてお ります。

教育とは、ただ認知力の向上のみでなく、生涯にわたって学ぼうとする態度 と社会人とし

ての望ましい生活態度の同時達成をめざすものとの立場を貫き、人間形成のための統合的な

営みであることを確かめるため、私たちは本集会の主題を設定いたしました。

今回はできるだけ多くの方々から指導上の問題点や実践の効果などを気楽に巾広 く交換し

ていただき、研究の成果をより高めていただきたいと考えております:

どうか多数御参加 くださいますよう御案内申し上げます。
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公 開 授 業 7日 (金 ) 9:40二 1‐ 0:25

10 全体会 地 区別研究状況発表内容 8日 (土 ) 9:‐ 20～ 10:140
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年 組 教科 主題 ,題材 一一帥
指導者 場‐所

学

年 組 教科 主題 0題材 鶴一帥
指導者 場所

音楽 おとえらび
５

一
７ 竹田 裕子 1-1 算数

分数のたし算 と
ひき算

３

一
９ 北村 二郎 5■ 1

2 算 数
た しざんとひき
ざん(2)

２

一
１ ０ 里田 俊子 1‐‐2 2 社会 鉄をつ くる工場

５

，
一
７ 野瀬1  隆 5-2

3 国 語 ものの名まえ
９
一Ｈ

沢村恵美子 1‐3 家庭 かんたんな調理
一

一
７ 小梶 和子 5‐3

4 算 数 おおきさくらべ 上
‐６

小川 征子 1‐4 4 国語 詩を書 こう
７

一
８ 谷  一美 5二4

音 楽
たろうさんの赤
ちゃん

２

一７ 吉田 明美 低 音 算数 平均とちらば り
２

一
１ ８ 福島千代子 6-1

3 音 楽 なか よしマ ーチ
６

一
７ 前田久美子 算数 平均とちらば り

‐ ５

一
‐ ８ 石部 清和 6-2

4 音 楽 トルコ行進曲 上
７

田附 昭良 2-4 算数 平均とちらばり
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一
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２
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白鷺 中 学 校 人間関係を基盤に した個性に応 じる教育

幼小中高の一貫 した教育体制づ くりをバ ズ学習で

北 城 小 学 校 4ヾ ズ学習に よる学 習指導法 の研究
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7日 (金 ) 13:00～ 15:40
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城北小

豊島小

五個荘小

森   寅 三   滋 賀  前0五個荘小

森 岡 宏 治    ″   政所小 人
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石 田 裕 久        名古屋大

土 屋 邦 雄   新 潟  丸田小

住 岡 英 毅        滋賀大

|五泉南小

:●八万南小

|五個荘小

山 田 節 男   春日井  春 日井小

重 森 一 太   滋 賀  山上小

中 野 靖 彦        愛知教育大
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千両小

砥堀小
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能登川北小

杉 江 修 治        中京大

四 宮 恒 夫   徳 島  前 ,福 島小

鷹来小

安室小

勝川小

五個荘小

加 藤 秀 太 郎   土 岐  泉 中

藤 野 正 夫   滋 賀  能登り1町教委

鹿 内 信 善         北海道教育大

柳 沢 義 彦   徳 島  千松小

臼 井   仁   豊 川  市教委

北城小

五個荘小

今 尾 啓 一   春日井  八幡小

古 川 理 信   滋 賀  能登川南小

市 川 千 秋        三重大

犬 井 久 夫   滋 賀  県教委

1藤 山台中

東部中

白鷺中

剛   姫 路  余部小

浄   滋 賀  能登川中

本

　

井

山

　

浅

舟 越 和 吉   新 潟  関屋中

梶 田 稲 司   春日井  前・東部申

越 智 昭 孝   広 島  豊高校

三 良5   東 京  小平第三小

啓 子   滋 賀  八幡西中

和月
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・
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西 尾 為 一   春日井  知多中

山 崎 千 代 松   高 知  前・奈半利中

鈴 木 武 士   竜 野  前 0市教育長

・ 1城陽小

|1網千西小
‐
五個荘小

山 田   進   長 野  傍陽小

福 田 哲 郎   滋 賀  永源寺町教委

萩 原 克 己   愛 知  県教委

市 村 木 義   尼 崎  開明小

1白 鷺中

豊 中

|五個荘中

小 島 幸 彦  土 岐  泉 中

国 実  忠  広 島  豊 中

新 田 正 彦   広 島  豊高校

上 杉 政 男   滋 賀  県教委

啓明中

城南小

白鷺中

五個荘小

住 吉 光 彦  広 島  豊 高

桑 原 二 郎   滋 賀  笠縫小

藤
:本 貞 治   姫 路 ‐砥堀小

加 ‐藤 ‐  実 ・ ‐″   広畑小

中 島 邦 男   滋 賀  県教委

こ

案



昼食 に つい て

宿 泊 に ついて
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ださい。

五個荘町立五個荘小学校 第 15回全国バズ学習研究集会事務局宛
｀     TEL 074848-3102

パ ン .牛乳 .弁 当の販売をいたします。 コーヒを無料サー ビスいた します。

通)527-011
0滋賀県愛知郡愛東町百済寺  TEL 07494-6-1201

‐ 近 江 温 泉 湖 東 ホ テ ル

1泊 朝食付 3,000円 , 1
o529-12

泊 2食付 7,000円

滋賀県愛知郡秦荘町松尾寺  TEL 074937-3521
金 田1輪 寺 荘

1泊朝食付 3,000円  , 1泊 2食付

別紙申込用紙 に必要事項記入の上 、予約金

で くださいも        ― ‐

7日 (金).17:30～      |        ‐

近 江 温 泉|. 1階広間 ‐     ‐ |

4,000円 (宿泊される方は夕食がわりに御参加 く

別紙大会申込書に必要事項記入の上、懇親会費 4,0

ください。

6,000円

(1泊)1,000円を添えて事務局へ申込ん

ださい)

00円を添 えて事務局へ申込んで

会場 案 内

。]ii:メ宥L躙勇覗電:笙電1:::ヽ F:「

でお越 しの方は、会場への特別バスを用意 ■|

しておりますので御利用ください。

宿 舎 案 内

011月 6日 (木)夜 宿泊の方は、 能登川駅

上り16:11,下 り16:36で お越 しの方のみ

バスにてお迎えに参上いたします。

011月 7日 ～ 8日 の宿舎と会場間は送迎バス

を準備いたします。

(Ъl纏』聴気珠ti意》
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